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ンケー トでは､37人 32人 (88%)が ｢相手のイメージが変わった｣と答えているOその理由
として､①先入見-の気づき :｢相手に会って一人一人と話すと､これまで自分の持っていた
イメージが偏見だと分かった｣②同質性-の気づき : ｢実は､自分たちと変わらないんだな､
と思った｣③多様性-の気づき :｢一人一人違 うんだなと気づいた｣などに分類された｡この
ように､オンラインで形成していた対人印象と､対面コミュニケーションでの対人印象との差
異を体験し､オンラインネットワーク上での自分の認知のあり方を反省化したり､そこでの振
る舞い方の責任性などについて､考えていくこととなった｡
また､インターネット上での対話においては､他者はその他者としての豊かな姿を失い ｢自
己の否定｣という単純化された意味をもって､まずは現れてくるということもわかったOオン
ライン上では､他者が異なる意見を出すと､それは自分の意見-の反論として受け取られやす
い｡対面の場のように､異なる意見を出し合いながら対話を進めていくこと､すなわち､多様
性を尊重しつつそこからの創造的な展開を期待することは､意外と難しいということがわかっ
たo
このような､ネットワークを取り入れた授業に固有に生じてくる難しい問題も指摘された｡
たとえば､授業の枠をどこで区切るのかが難しい問題であった｡学生は真夜中でも､授業で用
意された掲示板で議論をおこなう｡そこでの様々なトラブルに対して､授業者がどこまで介入
して責任を持つべきかということは､なかなか解決のつかない問題であった｡また､KKJを
実施していた3年のうちに､電子メールやインターネットでのチャットが日常化し､携帯電話
の急速に普及するなど､学生の日常生活が大きく変貌したOこのことは､学生のオンライン環
境-の過度の順化をもたらし､学生たちは､ネットワーク上での認知と対面での認知を統合し
ようとはせず解離させたままであるという傾向が強くなってきた｡
このような反省と変化を受け､学生が現在自分たちが置かれているコミュニケーション環境
を意識化 ･反省化していくための､オンラインと対面のコミュニケーションを組み合わせた新
たなプロジェクトを計画中であるo
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